清原宣賢講『論語抄』の語彙と語法(一) : 「叡山文庫本」と「京大図書館本」との抄文比較 by 山田 潔
清
原
宣
賢
講
『
論
語
抄
』
の
語
彙
と
語
法
（
一
）
山
田
潔
一
は
じ
め
に
数
多
く
あ
る
『
論
語
抄
』
の
中
で
、
清
原
宣
賢
の
講
述
に
係
る
も
の
の
う
ち
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
（
清
原
文
庫
）
蔵
『
論
語
抄
』
（
外
題
『
魯
論
抄
』
以
下
「
京
大
図
書
館
本
」
と
略
称
）
と
左
文
庫
蔵
『
論
語
聴
塵
』
（
以
下
「
左
文
庫
本
」
と
略
称
）
と
が
著
聞
す
る
（
１
）。
前
者
は
い
わ
ゆ
る
聞
書
抄
物
で
あ
り
、
後
者
は
手
控
抄
物
で
あ
る
。
そ
の
著
し
い
相
違
は
文
末
表
現
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
が
「
ゾ
」
「
ナ
リ
」
混
体
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
「
ナ
リ
」
体
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
相
違
に
つ
い
て
は
、
坂
詰
力
治
氏
に
詳
細
綿
密
な
御
論
考
が
あ
る
（
２
）の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
清
原
宣
賢
の
講
述
し
た
『
論
語
抄
』
に
は
、
比
叡
山
文
庫
本
（
以
下
「
叡
山
文
庫
本
」
と
略
称
）
も
あ
り
、
そ
の
抄
文
は
「
京
大
図
書
館
本
」
に
近
似
す
る
。
三
抄
物
の
「
論
語
序
」
の
冒
頭
の
部
分
を
Ａ
「
左
文
庫
本
」
Ｂ
「
叡
山
文
庫
本
」
Ｃ
「
京
大
図
書
館
本
」
の
順
序
で
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
Ａ
孔
子
ノ
始
終
ハ
史
記
ノ
孔
子
世
家
竝
ニ
家
語
等
ニ
載
タ
レ
ハ
委
ク
記
ニ
及
ハ
サ
レ
ト
モ
暫
ク
其
要
ヲ
明
ヘ
シ
マ
ツ
史
記
ヲ
編
ニ
天
下
ニ
開
ル
者
ヲ
書
ヲ
ハ
本
記
ト
シ
一
国
ヲ
統
ル
モ
ノ
ヲ
載
ヲ
ハ
世
家
ト
ス
其
余
ノ
世
ニ
名
ア
ル
者
ヲ
ハ
列
伝
ニ
コ
レ
ヲ
顕
セ
リ
孔
子
ハ
侯
伯
ノ
位
ヲ
得
事
ナ
シ
而
ヲ
列
伝
ニ
載
セ
ス
シ
テ
世
家
ニ
次
ツ
ル
事
ハ
盛
徳
ア
リ
テ
子
孫
ニ
世
世
哲
人
ア
ル
ヲ
モ
テ
ノ
故
也
Ｂ
孔
子
ノ
始
中
終
ノ
事
ハ
史
記
ノ
孔
子
世
家
ト
家
語
ト
ニ
有
程
ニ
一
二
ヲ
挙
テ
云
ハ
ウ
ス
事
テ
ハ
ナ
イ
ソ
史
記
ニ
天
下
ノ
主
シ
ヲ
ハ
本
紀
ニ
シ
ル
シ
一
国
ノ
主
ヲ
ハ
世
家
ニ
シ
ル
シ
名
ア
ル
人
ヲ
ハ
列
伝
ニ
シ
ル
イ
タ
ソ
然
ル
ヲ
孔
子
ヲ
ハ
列
伝
ニ
ハ
載
イ
テ
ナ
セ
ニ
世
家
ニ
ハ
載
タ
ソ
ト
云
ヘ
ハ
孔
子
ハ
侯
伯
ノ
位
テ
ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
聖
人
テ
シ
カ
モ
子
孫
ニ
哲
人
カ
有
タ
ホ
ト
ニ
世
家
ニ
記
シ
タ
ソ
Ｃ
孔
子
ノ
始
中
終
ノ
事
ハ
史
記
ノ
孔
子
世
家
竝
ニ
家
語
等
ニ
記
タ
程
ニ
一
二
ヲ
ア
ケ
テ
云
フ
ズ
事
テ
ハ
無
ソ
史
記
ニ
天
下
ノ
主
ヲ
ハ
本
紀
ニ
シ
ル
シ
一
国
ノ
主
ヲ
ハ
世
家
ニ
記
シ
独
リ
名
ア
ル
人
ヲ
ハ
列
伝
ニ
記
タ
ソ
処
ニ
孔
子
ハ
侯
伯
ノ
位
デ
モ
ナ
イ
ホ
ト
ニ
列
伝
ニ
記
サ
ウ
事
ヲ
ナ
セ
ニ
世
家
ニ
記
タ
ゾ
ト
云
ニ
孔
子
ハ
其
身
ガ
大
聖
人
デ
シ
カ
モ
子
孫
ニ
哲
人
ガ
ア
マ
タ
出
タ
ホ
ト
ニ
依
之
世
家
ニ
ノ
セ
タ
ソ
記
述
内
容
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
同
じ
事
柄
で
あ
り
な
が
ら
、
記
述
法
は
Ａ
「
左
文
庫
本
」
が
Ｂ
「
叡
山
文
庫
本
」
Ｃ
「
京
大
図
書
館
本
」
と
か
な
り
異
な
る
一
方
、
Ｂ
「
叡
山
文
庫
本
」
と
Ｃ
「
京
大
図
書
館
本
」
と
は
本
文
が
近
似
す
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
―20―
学
苑
第
八
二
六
号
二
〇
～
二
九
（
二
〇
〇
九
八
）

「
叡
山
文
庫
本
」
と
「
京
大
図
書
館
本
」
と
の
抄
文
比
較

後
に
徐
々
に
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
る
が
、「
叡
山
文
庫
本
」「
京
大
図
書
館
本
」
が
「
ゾ
」「
ナ
リ
」
混
体
で
あ
る
点
も
軌
を
一
に
す
る
。
「
左
文
庫
本
」
が
手
控
抄
物
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
叡
山
文
庫
本
」
「
京
大
図
書
館
本
」
が
聞
書
抄
物
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
が
、
二
本
の
成
立
事
情
の
相
違
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
清
原
宣
賢
の
講
述
が
同
一
の
日
時
場
所
受
講
生
に
対
し
て
で
は
な
い
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
に
し
て
も
、
そ
の
相
違
が
い
か
な
る
事
情
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
推
定
す
る
資
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
二
「
叡
山
文
庫
本
」
と
「
京
大
図
書
館
本
」
と
の
抄
文
比
較
「
叡
山
文
庫
本
」
と
「
京
大
図
書
館
本
」
と
が
こ
の
よ
う
に
近
似
す
る
抄
文
を
有
す
る
一
方
で
、
次
の
二
点
に
お
い
て
著
し
い
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
は
、
と
も
に
「
ゾ
」
「
ナ
リ
」
混
体
で
あ
る
と
は
い
え
、
「
叡
山
文
庫
本
」
は
相
対
的
に
「
ナ
リ
」
体
の
性
格
が
強
く
、「
京
大
図
書
館
本
」
は
「
ゾ
」
体
の
性
格
が
強
い
。「
叡
山
文
庫
本
」
の
「
ナ
リ
」
体
の
性
格
は
、
と
く
に
第
一
～
三
巻
ま
で
に
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
第
二
は
、
「
京
大
図
書
館
本
」
の
ほ
う
が
敬
語
、
と
り
わ
け
丁
寧
語
の
使
用
が
著
し
い
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
具
体
的
に
説
明
を
加
え
る
。
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
叡
山
文
庫
本
」
の
本
文
末
尾
が
「
也
」
で
あ
る
の
に
対
し
、「
京
大
図
書
館
本
」
は
「
ゾ
」
で
あ
る
用
例
が
、
体
言

用
言
助
動
詞
に
わ
た
っ
て
、
数
多
く
認
め
ら
れ
る
（
引
用
本
文
は
、
前
に
「
叡
山
文
庫
本
」、
後
に
「
京
大
図
書
館
本
」
を
記
す
。
以
下
同
様
）。
［
体
言
＋
也
（
ゾ
）］
1其
レ
ハ
マ
レ
ナ
ル
事
也
（
二
30オ
）
其
レ
ハ
マ
レ
ナ
事
ソ
（
二
26オ
）
2諸
侯
ノ
位
ニ
ア
ル
ベ
キ
者
也
（
二
18ウ
）
諸
侯
ノ
位
ニ
ア
ル
ベ
イ
者
ソ
（
二
16オ
）
［
動
詞
＋
也
（
ゾ
）］
3金
剛
沙
ナ
ト
ニ
テ
磨
ス
ル
也
（
一
28オ
）
金
剛
沙
ナ
ト
ニ
テ
ミ
カ
ク
ソ
（
一
22オ
）
4故
ニ
忠
恕
ト
答
ユ
ル
也
（
一
79オ
）
故
ニ
忠
恕
ト
答
エ
ル
ソ
（
一
61オ
）
［
形
容
詞
＋
也
（
ゾ
）］
5凡
人
ハ
物
ニ
遷
リ
易
キ
也
（
一
70ウ
）
凡
人
ハ
物
ニ
遷
リ
易
イ
ソ
（
一
54オ
）
6上
古
ニ
ハ
過
不
及
ガ
ナ
キ
ホ
ト
ニ
奢
倹
ノ
ワ
ケ
モ
ナ
キ
也
（
一
54ウ
）
上
古
ニ
ハ
過
不
及
ガ
ナ
イ
ホ
ト
ニ
奢
倹
ノ
ワ
ケ
モ
ナ
イ
ゾ
（
一
41ウ
）
［
形
動
語
幹
＋
也
（
ゾ
）］
7草
木
ハ
根
ガ
肝
要
也
（
二
10オ
）
草
木
ハ
根
ガ
肝
要
ソ
（
二
9オ
）
8子
孫
長
久
也
（
二
12ウ
）
子
孫
長
久
ナ
ソ
（
二
11オ
）
［
助
動
詞
＋
也
（
ゾ
）］
9禄
ヲ
求
ン
コ
ト
ヲ
問
タ
ル
也
（
一
44オ
）
禄
求
ル
事
ヲ
問
タ
ソ
（
一
44オ
）
10学
フ
事
ニ
ハ
イ
ト
ワ
サ
ル
也
（
二
52ウ
）
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学
フ
事
ニ
ハ
厭
ワ
ヌ
ソ
（
二
45ウ
）
11是
ヨ
リ
外
ハ
有
マ
シ
キ
也
（
一
76ウ
）
是
ヨ
リ
外
ハ
有
マ
イ
ソ
（
一
59オ
）
12邦
国
ハ
自
然
ニ
正
シ
ク
ア
ル
ヘ
キ
也
（
一
45ウ
）
邦
国
ハ
自
然
ニ
正
シ
ク
ア
ラ
ウ
ソ
（
一
34ウ
）
こ
れ
ら
の
用
例
で
注
意
す
べ
き
は
、
単
に
文
末
の
「
也
」
と
「
ゾ
」
と
が
異
な
る
だ
け
で
な
く
、「
叡
山
文
庫
本
」
は
文
語
的
性
格
が
、「
京
大
図
書
館
本
」
は
口
語
的
性
格
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
用
例
1

2

6に
顕
著
な
よ
う
に
、
引
用
文
全
体
に
文
語
口
語
の
対
立
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
動
詞
に
関
し
て
は
、
漢
語
和
語
の
対
立
（
用
例
3）
と
一
段
化
の
傾
向
（
用
例
4）
が
認
め
ら
れ
る
。
助
動
詞
に
関
し
て
は
、
用
例
8

9

10

11の
よ
う
に
、
語
形
そ
の
も
の
が
異
な
る
も
の
と
、
用
例
12の
「
べ
し
」
の
よ
う
に
、
当
時
口
語
で
は
ほ
と
ん
ど
用
い
な
い
た
め
に
、
他
の
助
動
詞
で
言
い
換
え
て
い
る
も
の
も
あ
る
（
次
稿
で
詳
し
く
述
べ
る
）。
形
容
動
詞
に
関
し
て
は
「
肝
要
也
↓肝
要
ソ
」
の
方
が
対
応
と
し
て
は
自
然
に
見
え
る
が
、
実
際
は
「
長
久
也
↓長
久
ナ
ソ
」
と
い
う
対
応
例
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。
す
な
わ
ち
、
「
体
言
＋
也
↓ゾ
」
に
対
し
「
形
動
語
幹
＋
也
↓ナ
ゾ
」
と
な
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
現
象
の
解
釈
と
し
て
は
、
次
の
こ
と
が
参
考
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
叡
山
文
庫
本
」
で
は
文
末
が
活
用
語
の
終
止
形
の
み
で
あ
る
も
の
が
「
京
大
図
書
館
本
」
で
は
「
終
止
連
体
形
＋
ゾ
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
活
用
語
全
般
に
わ
た
り
、
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。
13君
ヲ
諫
ル
事
三
度
ス
（
一
82ウ
）
君
ヲ
諫
ル
事
ハ
三
度
ス
ル
ソ
（
一
63ウ
）
14不
審
多
シ
（
一
41ウ
）
不
審
カ
多
イ
ソ
（
一
32オ
）
15未
決
ナ
時
ハ
移
リ
ヤ
ス
シ
（
一
71オ
）
未
決
ナ
時
ハ
移
リ
易
イ
ソ
（
一
54ウ
）
16此
十
二
辰
ノ
事
ニ
モ
ア
ラ
ス
（
一
30オ
）
此
十
二
辰
ノ
事
テ
モ
ナ
イ
ソ
（
一
23ウ
）
17瓢
ヲ
以
テ
飲
シ
ム
（
二
31ウ
）
瓢
ヲ
以
テ
飲
シ
ム
ル
ソ
（
二
27ウ
）
18水
ニ
行
事
ヲ
得
ス
（
一
40ウ
）
水
ニ
浮
フ
事
ヲ
得
ヌ
ソ
（
一
31オ
）
19宰
我
已
ニ
誤
レ
リ
（
一
67オ
）
宰
我
已
ニ
誤
タ
ソ
（
一
51オ
）
20サ
テ
ハ
鳥
語
ヲ
解 サ
トレ
ル
コ
ト
疑
ナ
シ
ト
テ
シ
ケ
リ
（
二
2ウ
）
サ
テ
ハ
鳥
語
ヲ
解 サ
トレ
ル
コ
ト
疑
ナ
シ
ト
テ
許
シ
タ
ソ
（
二
2オ
）
右
は
動
詞
（
用
例
13）
形
容
詞
（
用
例
14

15）
助
動
詞
（
用
例
16～
20）
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
帰
納
し
得
る
の
は
「
終
止
形
↓終
止
連
体
形
＋
ゾ
」
と
い
う
対
応
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
形
容
動
詞
の
場
合
も
「
形
動
語
幹
＋
也
（
文
語
終
止
形
）
↓形
動
語
幹
＋
ナ
（
口
語
連
体
形
）
ゾ
」
と
い
う
対
応
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
体
言
＋
也
↓ゾ
」
の
場
合
は
「
ゾ
」
に
述
語
性
（
断
定
の
陳
述
）
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、「
形
動
語
幹
＋
也
↓ナ
ゾ
」
の
「
ゾ
」
の
場
合
は
多
分
に
終
助
詞
的
で
あ
る
。
芳
賀
綏
氏
の
術
語
で
言
え
ば
、
前
者
は
「
述
定
」
に
関
り
、
後
者
は
「
伝
達
」
に
属
す
る
（
３
）。
そ
れ
以
外
に
も
、
坂
詰
力
治
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
文
末
の
「
也
」
「
ゾ
」
の
用
法
に
は
複
雑
微
妙
な
も
の
が
あ
る
（
４
）。
そ
の
点
は
後
の
考
察
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、
本
稿
で
は
右
の
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
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「
叡
山
文
庫
本
」
は
相
対
的
に
「
ナ
リ
」
体
の
性
格
が
強
く
、「
京
大
図
書
館
本
」
は
「
ゾ
」
体
の
性
格
が
強
い
。
し
た
が
っ
て
、「
叡
山
文
庫
本
」
の
本
文
末
尾
が
「
也
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
京
大
図
書
館
本
」
は
「
ゾ
」
で
あ
る
用
例
が
数
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
、
右
に
示
し
た
が
、
こ
れ
と
は
逆
に
、「
叡
山
文
庫
本
」
の
本
文
末
尾
が
「
ゾ
」
で
あ
る
の
に
対
し
、「
京
大
図
書
館
本
」
は
「
也
」
で
あ
る
用
例
も
ま
ま
認
め
ら
れ
る
。
卑
下
ノ
詞
ソ
（
三
40ウ
）
卑
下
ノ
詞
也
（
三
34オ
）
是
ガ
ヨ
イ
ソ
（
三
41ウ
）
是
ガ
ヨ
キ
也
（
三
34ウ
）
以
下
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
京
大
図
書
館
本
」
の
特
徴
は
、
「
叡
山
文
庫
本
」
と
比
較
し
た
場
合
の
相
対
的
な
傾
向
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
逆
の
現
象
も
ま
ま
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
を
詳
述
す
る
と
、
論
旨
が
不
分
明
に
な
る
の
で
、
反
例
は
、
特
別
の
場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
省
略
す
る
。
次
に
問
題
と
す
る
の
は
、
「
京
大
図
書
館
本
」
の
抄
文
の
ほ
う
が
敬
語
の
使
用
が
顕
著
で
あ
る
点
で
あ
る
。「
叡
山
文
庫
本
」
が
常
体
（
非
敬
体
）
で
あ
る
の
に
対
し
、「
京
大
図
書
館
本
」
は
「
給
フ
御
座
（
ア
）
ル
ヲ
リ
ヤ
ル
マ
（
イ
）
ラ
ス
ル
仕
ル

申
ス
候
フ
」
な
ど
の
敬
語
（
敬
体
）
を
用
い
て
い
る
用
例
が
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。
［
給
フ
］
孔
子
ノ
ホ
メ
タ
ソ
（
三
39ウ
）
孔
子
ノ
美
メ
玉
フ
ソ
（
三
32ウ
）
孔
子
ノ
語
ル
也
（
一
35ウ
）
孔
子
ノ
語
玉
フ
也
（
一
27ウ
）
［
御
座
（
ア
）
ル
］
周
礼
ニ
念
比
ニ
ア
ル
ソ
（
四
40オ
）
周
礼
ニ
念
比
ニ
御
座
ア
ル
ソ
（
四
33オ
）
前
ト
別
ノ
時
ノ
語
チ
ヤ
程
ニ
一
章
ヲ
立
タ
ソ
（
三
6ウ
）
前
ト
別
ノ
時
ノ
語
デ
御
座
ア
ル
程
ニ
一
章
ヲ
タ
テ
マ
イ
ラ
ス
ル
ソ
（
三
5ウ
）
大
徳
テ
ハ
ナ
イ
ソ
（
三
2ウ
）
大
徳
デ
ハ
御
座
ナ
イ
ソ
（
三
2ウ
）
帰
タ
事
カ
ア
ル
ソ
（
四
48ウ
）
帰
タ
事
カ
御
座
候
（
四
40ウ
）
［
ヲ
リ
ヤ
ル
］
ア
サ
ウ
テ
悪
ソ
（
四
36ウ
）
ア
サ
ウ
テ
悪 ワ
ル
ウヲ
リ
ヤ
ル
ソ
（
四
30ウ
）
ヤ
ウ
モ
ナ
イ
四
人
カ
孔
子
ノ
前
ニ
侍
タ
ソ
（
三
48オ
）
ヤ
ウ
モ
ヲ
リ
ナ
イ
四
人
ガ
孔
子
ノ
前
ニ
侍
タ
ゾ
（
三
39ウ
）
［
マ
（
イ
）
ラ
ス
ル
］
玄
ハ
前
ト
一
章
ト
見
タ
ソ
（
三
38オ
）
玄
ハ
前
ト
一
章
ト
見
マ
ラ
セ
タ
ソ
（
三
32オ
）
弥
子
瑕
ヲ
ヲ
シ
入
ル
ヽ
事
ヲ
エ
セ
ナ
ン
タ
ソ
（
四
38ウ
）
弥
子
瑕
ヲ
ヲ
シ
入
ル
ヽ
事
ヲ
ヱ
シ
マ
イ
ラ
セ
ナ
ン
タ
ソ
（
四
32オ
）
何
ノ
ヤ
ウ
モ
ナ
ウ
キ
コ
ヘ
タ
ソ
（
五
22ウ
）
何
ノ
ヤ
ウ
モ
ナ
ウ
キ
コ
ヘ
マ
イ
ラ
セ
タ
ソ
（
五
17ウ
）
左
伝
ニ
念
比
ニ
ア
ル
ソ
（
四
19オ
）
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左
伝
ニ
念
比
ニ
ノ
リ
マ
イ
ラ
セ
テ
候
（
四
16オ
）
［
仕
ル
］
人
ト
イ
サ
カ
イ
ナ
ト
ハ
セ
ヌ
ソ
（
四
50オ
）
人
ト
イ
サ
カ
イ
ナ
ト
ハ
仕
ラ
ヌ
ソ
（
四
42オ
）
推
量
シ
タ
ソ
何
ト
御
座
ア
ル
ソ
（
四
24ウ
）
推
量
仕
タ
ガ
何
ト
御
座
ア
ル
ソ
（
四
20ウ
）
［
申
ス
］
云
ナ
ラ
ハ
（
四
45オ
）
申
サ
ウ
ズ
ナ
ラ
バ
（
四
37ウ
）
詞
ヲ
ヤ
サ
シ
ウ
ユ
ウ
ケ
ン
ニ
云
カ
本
デ
ハ
無
ソ
（
四
45ウ
）
詞
ヲ
ヤ
サ
シ
ウ
ユ
ウ
ケ
ン
ニ
申
ガ
本
デ
ハ
無
ソ
（
四
37ウ
）
去
程
ニ
ミ
タ
ト
云
ソ
（
四
52ウ
）
去
程
ニ
ミ
タ
ト
申
サ
レ
タ
ソ
（
四
43ウ
）
六
代
ノ
楽
ノ
事
ハ
略
ス
ル
ソ
（
四
40オ
）
六
代
ノ
楽
ヲ
ハ
略
申
ソ
（
四
33ウ
）
［
候
フ
］
委
ク
ハ
礼
記
ニ
ア
リ
（
三
19オ
）
委
ク
ハ
礼
記
ニ
候
ゾ
（
三
15オ
）
艮
卦
ノ
象
ノ
詞
ソ
（
四
29オ
）
艮
卦
ノ
象
ノ
詞
デ
候
（
四
24オ
）
斉
ノ
内
ヂ
ヤ
程
ニ
ノ
ク
ル
チ
ヤ
ソ
（
四
26ウ
）
斉
ノ
内
ヂ
ヤ
程
ニ
ノ
ク
ル
デ
候
（
四
22オ
）
綱
目
集
覧
ニ
載
タ
ソ
（
四
35オ
）
綱
目
集
覧
ニ
載
テ
候
（
四
29オ
）
右
の
よ
う
に
、「
京
大
図
書
館
本
」
に
敬
語
の
使
用
が
多
く
見
ら
れ
る
。
右
の
う
ち
、
尊
敬
語
に
関
し
て
は
、
次
の
用
例
が
示
す
よ
う
に
、
「
京
大
図
書
館
本
」
で
は
な
く
、
「
叡
山
文
庫
本
」
の
方
に
用
い
ら
れ
て
い
る
箇
所
も
、
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
。
孔
子
ノ
出
玉
フ
時
ニ
ハ
樊
遅
カ
御
車
ヲ
シ
タ
ル
也
（
一
35オ
）
孔
子
ノ
余
所
ヘ
行
時
ニ
樊
遅
カ
御
車
ヲ
シ
タ
ソ
（
一
27オ
）
剣
戟
ノ
中
テ
文
王
ノ
文
ヲ
取
タ
イ
テ
云
レ
タ
ハ
不
畏
心
ソ
（
三
5ウ
）
剣
戟
ノ
中
テ
文
王
ノ
文
ヲ
取
タ
イ
テ
云
タ
ハ
不
畏
心
也
（
三
4オ
）
注
共
カ
多
程
ニ
定
テ
ナ
イ
事
ヲ
ハ
申
サ
レ
マ
イ
ソ
（
四
38オ
）
注
者
カ
多
程
ニ
定
テ
ナ
イ
事
ヲ
ハ
申
マ
イ
ソ
（
四
31ウ
）
「
京
大
図
書
館
本
」
に
顕
著
な
現
象
は
、
「
仕
ル
」
「
申
ス
」
な
ど
の
丁
重
語
（
５
）
丁
寧
語
「
候
フ
」
の
使
用
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
清
原
宣
賢
が
受
講
生
に
対
し
、
丁
寧
な
物
言
い
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
叡
山
文
庫
本
」
が
お
お
む
ね
常
体
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
京
大
図
書
館
本
」
が
敬
体
を
か
な
り
交
え
る
こ
と
は
、
前
者
は
文
章
語
的
性
格
が
強
い
の
に
対
し
、
後
者
は
口
頭
語
的
性
格
が
強
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
以
上
の
二
点
か
ら
次
の
結
論
が
導
か
れ
る
。
「
叡
山
文
庫
本
」
は
文
語
文
章
語
の
性
格
を
有
す
る
の
に
対
し
、「
京
大
図
書
館
本
」
は
口
語
口
頭
語
の
性
格
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
語
彙
語
法
の
相
違
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
前
代
の
表
現
か
ら
当
代
の
表
現
へ
の
変
化
の
相
の
一
面
を
表
す
も
の
と
把
握
で
き
る
。
と
同
時
に
、
時
と
場
面
と
受
講
生
を
異
に
す
る
と
は
い
え
、
表
現
主
体
は
清
原
宣
賢
な
の
で
あ
る
か
ら
、
当
代
の
類
義
語
類
似
表
現
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
次
節
以
下
で
、
「
叡
山
文
庫
本
」
と
「
京
大
図
書
館
本
」
と
の
抄
文
を
比
較
す
る
こ
―24―
と
に
よ
り
、
語
彙
語
法
の
相
違
を
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。
一
つ
一
つ
の
事
項
は
お
お
む
ね
こ
れ
ま
で
先
学
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
事
柄
で
は
あ
る
が
、
清
原
宣
賢
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
人
物
、
す
な
わ
ち
、
同
時
代
人
の
使
用
語
彙
に
、
こ
の
よ
う
な
位
相
が
認
め
ら
れ
る
の
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
三
「
叡
山
文
庫
本
」
と
「
京
大
図
書
館
本
」
と
の
語
彙
比
較
（
一
）
語
彙
に
つ
い
て
は
類
義
語
の
対
応
が
目
立
つ
。
体
言
類
の
用
例
に
は
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
見
出
し
語
の
表
記
は
本
文
の
ま
ま
を
用
い
る
（
以
下
、
品
詞
の
所
属
に
つ
い
て
は
多
少
の
出
入
り
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
諒
と
せ
ら
れ
た
い
）。
［
ア
ヤ
マ
チ
ア
ヤ
マ
リ
］
其
人
ノ
身
ニ
ア
ヤ
マ
チ
ノ
ア
ル
ヲ
友
人
カ
来
テ
ナ
ヲ
サ
ハ
ヤ
カ
テ
ナ
ヲ
セ
也
（
一
23ウ
）
身
ニ
ア
ヤ
マ
リ
ノ
ア
ラ
ウ
時
ニ
友
カ
来
テ
教
訓
セ
ハ
ヤ
ガ
テ
ナ
ヲ
セ
ソ
（
一
18ウ
）
［
ア
ハ
イ
ア
イ
］
其
ア
ハ
イ
ノ
七
ハ
従
レ 教
也
（
ニ
29ウ
）
其
ノ
ア
イ
ノ
七
ハ
従
レ 教
也
（
二
26オ
）
［
云
ソ
コ
ナ
イ
云
損
ジ
］
ヒ
ヨ
ツ

ト
云
ハ
云
ソ
コ
ナ
イ
カ
ヲ
ヽ
キ
モ
ノ
也
（
一
82オ
）
ヒ
ヨ
ツ

ト
云
ハ
云
損
ジ
ガ
多
キ
物
也
（
一
63ウ
）
［
已
前
前
］
已
前
ノ
コ
ト
ク
…
其
者
ヲ
亡
シ
テ
ス
ツ
ル
物
也
（
四
14オ
）
前
ノ
コ
ト
ク
…
其
物
ヲ
ス
ヅ （マ
ヽ
）ル
物
也
（
四
11オ
）
［
一
説
一
義
］
一
説
ニ
周
ノ
世
ニ
今
ヲ
監
レ
ハ
今
ノ
世
文
過
タ
リ
（
一
62ウ
）
一
義
ニ
周
ノ
最
初
ノ
世
ニ
今
孔
子
ノ
時
分
ヲ
監
レ
ハ
今
ノ
世
ハ
文
過
タ
リ
（
一
47ウ
）
［
今
当
時
］
今
ノ
春
秋
ノ
時
ノ
ヤ
ウ
ナ
者
ニ
ハ
不
与
也
（
二
41オ
）
当
時
ノ
春
秋
ノ
時
ノ
ヤ
ウ
ナ
者
ニ
ハ
不
与
也
（
二
35オ
）
［
イ
ハ
レ
故
］
其
イ
ハ
レ
ハ
汝
瑚
璉
ナ
リ
ト
孔
子
ノ
云
タ
カ
今
ハ
不
器
ト
云
レ
タ
（
一
41オ
）
其
故
ハ
汝
瑚
璉
也
ト
孔
子
ノ
云 イ
ワ
レタ
ガ
今
ハ
不
レ 器
ト
云
レ
タ
（
一
31オ
）
［
行
（
お
こ
な
い
）
行
跡
］
身
ニ
君
子
ノ
行
ヲ
行
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
得
コ
ト
ア
ラ
ス
（
二
52ウ
）
身
ニ
君
子
ノ
行
跡
ヲ
行
ハ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
得
ヌ
事
ガ
ア
ル
ソ
（
二
45ウ
）
［
ヲ
シ
ロ
イ
軽
粉
］
ヲ
シ
ロ
イ
ヲ
付
ル
ケ
ナ
ト
云
テ
（
一
13オ
）
軽
粉
ヲ
ツ
ケ
タ
ケ
ナ
ト
云
レ
タ
ソ
（
一
11オ
）
［
男
夫
ト
］
婦
人
ハ
男
ニ
行
テ
ハ
父
母
ノ
家
ヘ
ハ
皈
ラ
サ
ル
ヲ
道
ト
ス
（
一
67ウ
）
婦
人
ハ
夫
ト
ノ
所
ニ
行
テ
ハ
父
母
ノ
家
ヘ
ハ
皈
ラ
サ
ル
ヲ
道
ト
ス
（
一
51ウ
）
［
ヲ
モ
イ
者
妾
］
ヲ
モ
イ
者
ノ
ア
ル
ニ
打
コ
ウ
テ
賢
女
ノ
答
セ
ラ
レ
ヌ
コ
ト
ヲ
哀
ム
詩
ナ
リ
（
一
57ウ
）
妾
ニ
迷
乱
シ
テ
賢
女
ノ
答
セ
ラ
レ
ヌ
事
ヲ
哀
ム
詩
也
（
一
44オ
）
［
恩
禄
奉
禄
］
身
ヲ
養
コ
ト
ハ
君
ノ
恩
禄
故
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
一
命
ヲ
シ
マ
ス
辛
労
ヲ
シ
テ
奉
公
ヲ
セ
ヨ
也
（
一
22ウ
）
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身
ヲ
養
事
ハ
君
ノ
奉
禄
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
一
命
ヲ
ヲ
シ
マ
ス
辛
労
ヲ
シ
テ
奉
公
ヲ
セ
ヨ
ソ
（
一
18ウ
）
［
学
学
文
］
宰
予
カ
学
ニ
ヲ
コ
タ
ツ
テ
昼
ネ
シ
タ
ル
ヲ
戒
ム
ル
也
（
二
7ウ
）
宰
予
ガ
学
文
ニ
ヲ
コ
タ
ツ
テ
昼
ネ
ヲ
シ
タ
処
ヲ
孔
子
ノ
戒
ル
ソ
（
二
6ウ
）
［
行
跡
行
義
］
此
ハ
孔
子
ノ
平
生
ノ
行
跡 儀
ヲ
禄
ス
ル
也
（
三
33オ
）
此
ハ
孔
子
ノ
平
生
ノ
行
義
ヲ
禄
ス
ル
也
（
三
27ウ
）
［
義
義
理
］
君
子
ハ
打
ヤ
リ
サ
マ
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
義
ト
ツ
レ
テ
行
也
（
一
76ウ
）
君
子
ハ
物
ヲ
ヌ
タ
ニ
打
ヤ
リ
ニ
ス
ル
事
ナ
シ
義
理
ト
ツ
レ
テ
行
也
（
一
59ウ
）
［
ケ
カ
云
イ
チ
ガ
イ
］
孔
子
ニ
ソ
ノ
ヤ
ウ
ニ
申
タ
人
ノ
ケ
カ
テ
候
（
四
22オ
）
孔
子
ニ
ソ
ノ
ヤ
ウ
ニ
申
シ
テ
人
ノ
云
イ
チ
ガ
イ
デ
候
（
四
18オ
）
［
心
義
］
我
ニ
近
付
カ
レ
タ
ラ
ハ
徳
カ
ア
ル
ヘ
キ
ト
云
心
也
（
一
62オ
）
我
ニ
近
付
レ
タ
ラ
ハ
徳
カ
ア
ル
ヘ
キ
ト
云
義
也
（
一
47ウ
）
［
古
宿
先
儒
］
古
宿
云
多
怨
ハ
聖
人
ノ
詞
テ
ヲ
ホ

ト
云
タ
ソ
（
一
77ウ
）
先
儒
云
多
怨
ト
云
タ
ハ
聖
人
ノ
詞
デ
ヲ
ボ

ト
シ
テ
面
白
ソ
（
一
60オ
）
［
根
性
根
本
ノ
性
］
生
レ
ツ
キ
ミ
メ
カ
タ
チ
好
女
ナ
リ
ト
モ
根
性
カ
無
徳
テ
徒
ラ
ナ
ラ
ハ
曲
ナ
シ
（
一
58ウ
）
生
レ
ツ
キ
ミ
メ
皃
ガ
ヨ
イ
女
ナ
リ
ト
モ
根
本
ノ
性
ガ
不
徳
テ
徒
ラ
者
ナ
ラ
バ
曲
ナ
シ
（
一
44ウ
）
［
根
本
元
来
］
虚
無
ニ
シ
テ
根
本
ナ
ニ
モ
ナ
イ
ト
云
心
ソ
（
一
30ウ
）
虚
無
ニ
シ
テ
元
来
ナ
ニ
モ
ナ
イ
ト
立
ル
ソ
（
一
24オ
）
［
サ
カ
イ
国
］
孔
子
其
サ
カ
イ
ヘ
入
テ
風
俗
ヲ
ヨ
ウ
観
察
シ
テ
（
一
25オ
）
孔
子
其
国
ニ
入
テ
風
俗
ヲ
観
察
ス
ル
（
一
20オ
）
［
サ
キ
前
］
ソ
レ
ヨ
リ
サ
キ
ノ
語
チ
ヤ
ケ
ナ
（
五
10ウ
）
ソ
レ
ヨ
リ
前
ノ
事
チ
ヤ
ケ
ナ
（
五
8オ
）
［
次
序
次
第
］
循
々
然
ハ
次
序
ノ
皃
ソ
次
序
有
テ
人
ヲ
教
ヲ
云
ソ
（
三
8ウ
）
循
々
然
ハ
次
序
ノ
皃
ソ
次
第
ノ
有
テ
人
ヲ
教
ヲ
云
ソ
（
三
7オ
）
［
種
々
サ
マ

］
皆
一
ツ
ニ
孝
ヲ
問
タ
ニ
答
ヘ
様
ハ
種
々
ナ
ソ
（
一
37オ
）
皆
一
ツ
ニ
孝
ヲ
問
タ
ニ
答
ヘ
ヤ
ウ
ハ
ナ
セ
ニ
サ
マ

ナ
ソ
（
一
28ウ
）
［
声
誉
名
誉
］
諸
侯
大
夫
ニ
仕
ヘ
テ
声
誉
遠
聞
ア
ル
ヲ
達
ト
云
ソ
（
三
57ウ
）
諸
侯
大
夫
ニ
仕
ヘ
テ
名
誉
遠
聞
ア
ル
ヲ
達
ト
云
ソ
（
三
47オ
）
［
説
義
］
随
分
ノ
説
ナ
レ
共
ト
モ
申
ス
ソ
（
二
38オ
）
随
分
ノ
義
ナ
レ
共
申
ス
ソ
（
二
32ウ
）
［
ソ
ナ
タ
ソ
チ
］
ソ
ナ
タ
カ
ヒ
ケ
ウ
ナ
人
チ
ヤ
程
ニ
ア
ハ
ヌ
ソ
（
五
10ウ
）
ソ
チ
ガ
ヒ
ケ
ウ
ナ
人
チ
ヤ
程
ニ
ア
ワ
ヌ
ソ
（
五
8オ
）
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［
其
人 シ
ン
ヨ
イ
者
］
（
北
塁
ノ
官
ハ
）
其
人 シ
ンヲ
テ
ヲ
ク
官
也
（
一
6ウ
）
ヨ
イ
者
ヲ
選
テ
置
官
也
（
一
6オ
）
［
当
時
（
ニ
）
今
時
］
当
時
ニ
ソ
ツ
ト
師
ニ
合
テ
チ
ト
ノ
疵
ナ
ン
ト
ヲ
被
テ
奉
公
タ
テ
ヲ
云
テ
恩
賞
ヲ
ム
サ
ホ
リ
功
ヲ
立
ル
ヲ
悪
テ
云
也
（
二
26ウ
）
今
時
ソ
ツ
ト
軍
ニ
合
テ
チ
ト
ノ
疵
ナ
ン
ド
ヲ
被
テ
高
名
ダ
テ
ヲ
云
テ
恩
賞
ヲ
ム
サ
ボ
リ
功
ヲ
立
ル
ヲ
悪
テ
云
也
（
二
23ウ
）
［
タ
ケ
高
指
中
指
］
女
手
ノ
タ
ケ
高
指
ノ
一
尺
ヲ
本
ト
ス
（
一
19ウ
）
女
ノ
手
ノ
中
指
ノ
中
ノ
フ
シ
ヲ
一
寸
ニ
シ
テ
一
尺
ソ
（
一
16オ
）
［
タ
テ
ヌ
キ
縦
横
］
其
ミ
ソ
カ
タ
テ
ヌ
キ
ニ
ア
ツ
テ
相
通
シ
テ
成
井
…
（
一
20オ
）
其
ミ
ゾ
ガ
縦
横
ニ
有 ア
リ井
ノ
字
ニ
似
タ
ホ
ト
ニ
云
也
（
一
16オ
）
［
長
吏
村
長
］
獄
吏
ノ
篭
守
ル
者
カ
長
吏
ニ
告
タ
ソ
（
二
2オ
）
獄
吏
ノ
篭
守
ル
者
ガ
村
長
ニ
告
タ
ソ
（
二
2オ
）
［
次
テ
次
第
］
昭
穆
ノ
次
テ
ヲ
明
ニ
シ
テ
乱
ラ
サ
ル
ナ
リ
（
一
59オ
）
昭
穆
ノ
次
第
ヲ
明
ニ
シ
テ
乱
ラ
ヌ
ヲ
云
ソ
（
一
45ウ
）
［
天
性
自
然
（
ニ
）］
天
性
カ
ウ
ア
ツ
タ
マ
テ
（
一
2ウ
）
相
好
ノ
チ
ガ
ウ
タ
ハ
自
然
ニ
カ
ウ
有
タ
事
マ
テ
也
（
一
2ウ
）
［
時
当
時
］
時
ノ
人
カ
本
ス
テ
ヽ
末
ヲ
本
ト
ス
ル
ホ
ト
ニ
孔
子
美
之
也
（
一
53ウ
）
当
時
ノ
人
カ
本
捨
テ
末
ヲ
本
ト
ス
ル
ホ
ト
ニ
孔
子
美
レ 之
也
（
一
40ウ
）
［
鈍
性
鈍
漢
］
其
人
カ
鈍
性
テ
知
解
ス
ル
事
ガ
ナ
ケ
レ
ト
モ
ソ
レ
ヲ
イ
カ
ラ
カ
イ
テ
（
一
17オ
）
其
人
ガ
鈍
漢
デ
知
解
ス
ル
コ
ト
ガ
ナ
ケ
レ
共
ソ
レ
ヲ
不
レ 嗔
（
一
14オ
）
［
ナ
リ
体
（
て
い
）］
々
ハ
無
能
ナ
ナ
リ
ソ
（
二
67オ
）
々
―
ハ
無
能
ナ
体
ゾ
（
二
58オ
）
［
年
少
少
年
］
是
モ
子
貢
カ
年
少
ノ
時
ノ
コ
ト
ソ
（
三
45ウ
）
是
モ
子
貢
ガ
少
年
ノ
時
ノ
事
ソ
（
三
37ウ
）
［
ヒ
カ
コ
ト
曲
事
］
御
異
例
ケ
ナ
カ
ト
問
タ
ラ
ハ
弔
タ
者
ノ
ヒ
カ
コ
ト
テ
ハ
有
マ
イ
ソ
（
二
7ウ
）
御
異
例
ケ
ナ
カ
ト
云
テ
問
タ
ラ
バ
問
テ
ノ
曲
事
ニ
ハ
ナ
ル
マ
イ
ソ
（
二
6ウ
）
［
ヒ
ト
ヒ
先
度
］
ヒ
ト
ヒ
キ
イ
タ
ヲ
タ
ニ
モ
マ
タ
身
ニ
行
ハ
ヌ
ニ
又
並
行
ン
コ
ト
ヲ
恐
ル
ヽ
也
（
二
10オ
）
先
度
聞
タ
コ
ト
ヲ
ダ
ニ
モ
マ
タ
身
ニ
行
ハ
ヌ
ニ
又
並
ヘ
聞
コ
ト
ヲ
恐
ル
ヽ
也
（
二
9オ
）
［
筆
授
者
記
者
］
不
敢
嘗
ハ
筆
授
者
カ
ソ
ヘ
タ
ソ
（
三
32オ
）
不
二 敢
嘗
一 ハ
記
者
ガ
ソ
ヘ
タ
ソ
（
三
26ウ
）
［
返
事
返
答
］
孔
子
ノ
返
事
ニ
ハ
人
君
ニ
云
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
答
タ
ソ
（
一
44ウ
）
孔
子
ノ
返
答
ニ
ハ
人
君
ニ
直
ニ
云
ヤ
ウ
ニ
セ
ラ
レ
タ
ソ
（
一
34オ
）
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［
無
徳
不
徳
］
生
レ
ツ
キ
ミ
メ
カ
タ
チ
好
女
ナ
リ
ト
モ
根
性
カ
無
徳
テ
徒
ラ
ナ
ラ
ハ
曲
ナ
シ
（
一
58ウ
）
生
レ
ツ
キ
ミ
メ
皃
ガ
ヨ
イ
女
ナ
リ
ト
モ
根
本
ノ
性
ガ
不
徳
テ
徒
ラ
者
ナ
ラ
バ
曲
ナ
シ
（
一
44ウ
）
［
無
理
非
義
ナ
事
］
加
ト
ハ
無
理
ヲ
シ
カ
ク
ル
ヲ
云
也
（
二
9オ
）
加
ト
ハ
非
義
ナ
事
ヲ
シ
カ
ク
ル
ヲ
云
也
（
二
8オ
）
［
名
人
賢
人
］
是
レ
ハ
孤
竹
ノ
君
ノ
兄
弟
ノ
子
チ
ヤ
ソ
国
ヲ
譲
タ
名
人
チ
ヤ
ソ
（
二
15オ
）
是
レ
ハ
孤
竹
ノ
君
ノ
兄
弟
ノ
子
ヂ
ヤ
ガ
国
ヲ
譲
タ
ル
賢
人
ヂ
ヤ
（
二
13ウ
）
［
本
ヨ
リ
ノ
性
本
有
ノ
性
］
平
生
学
習
ス
ル
処
ト
本
ヨ
リ
ノ
性
ト
合
フ
事
ヲ
得
テ
（
一
34オ
）
平
生
学
習
ス
ル
処
ト
本
有
ノ
性
ト
合
フ
事
ヲ
得
テ
（
一
26ウ
）
［
利
利
潤
］
イ
ヤ
シ
ケ
レ
ト
モ
利
カ
ア
ル
賈
カ
執
政
ニ
ト
ル
也
（
一
61ウ
）
イ
ヤ
シ
ケ
レ
ト
モ
利
潤
カ
ア
ル
賈
カ
執
政
ニ
ト
ル
（
一
47オ
）
［
ワ
ウ
チ
ヤ
ク
横
惑
］
今
ノ
人
ハ
ワ
ウ
チ
ヤ
ク
ニ
奸
曲
ナ
ホ
ト
ニ
皆
ソ
ラ
事
ヲ
云
ソ
（
二
49ウ
）
今
ノ
人
ハ
横
惑
ニ
奸
曲
ナ
ホ
ト
ニ
皆
ソ
ラ
事
ヲ
云
ソ
（
二
42ウ
）
［
我
身
身
］
君
タ
ル
人
ノ
父
ニ
孝
ア
リ
弟
ニ
慈
ア
ル
時
ハ
民
モ
其
ヲ
則
テ
我
身
ニ
行
フ
（
一
45オ
）
人
君
ノ
父
ニ
孝
ア
リ
民
ニ
慈
ア
ル
ト
キ
ハ
民
モ
其
ヲ
則
テ
身
ニ
行
フ
（
一
34オ
）
右
の
よ
う
に
、
か
な
り
の
数
の
類
義
語
が
認
め
ら
れ
る
が
、
当
時
の
類
義
語
を
検
索
す
る
辞
書
と
し
て
有
効
な
の
は
「
羅
葡
日
対
訳
辞
書
（
６
）」
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
キ
リ
シ
タ
ン
文
献
の
一
つ
で
あ
り
、
一
五
九
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
書
名
の
示
す
と
お
り
、
ラ
テ
ン
語
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
日
本
語
の
対
訳
辞
書
で
あ
る
。
そ
の
日
本
語
と
し
て
数
語
併
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
類
義
語
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
ラ
テ
ン
語
の
見
出
し
語
と
該
当
す
る
日
本
語
だ
け
を
摘
記
す
る
。
P
ra
esen
s
620
右
11
Im
a
,
t o
ji,
m
o
cu
jen
n
i.
M
a
ritu
s
445
右
2
V
o
tto
,
t u
m
a
..…
M
o
ro
m
o
ro
n
o
x o
ru
in
o
v
o
to
co
.
R
eg
io
685
左
12
C
u
n
i,
c o
ri.…
S
a
ca
i,
ca
g
u
iri.
A
n
t e
50
左
8
…
M
a
y
e,
sa
q
in
i.
P
rim
u
s
631
左
4
…
T
a
y
o
ri,
t u
id
e,
l,
x
ia
u
a
x
e,
x
id
a
i.
R
esp
o
n
sio
695
左
10
…
F
en
ji,
fen
t o
.
C
iru
cu
m
sp
icio
121
左
7
…
M
iu
o
m
a
n
zu
ru
,
v
a
g
a
m
iu
o
y
o
ro
co
b
u
.
右
の
７
例
は
「
今
当
時
」
「
夫
男
」
「
国
境
」
「
前
先
」
「
序
で
次
第
」
「
返
事
返
答
」「
身
我
身
」
が
そ
れ
ぞ
れ
類
義
語
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
検
索
し
て
い
け
ば
、
多
数
の
類
義
語
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
「
羅
葡
日
対
訳
辞
書
」
の
類
義
語
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
た
い
。次
稿
で
は
、
名
詞
以
外
の
類
義
語
、
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
、
促
音
表
記
な
ど
を
扱
う
予
定
で
あ
る
。
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［
注
］
（
１
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
（
清
原
文
庫
）
蔵
『
論
語
抄
』
は
、
坂
詰
力
治
氏
編
『
論
語
抄
の
国
語
学
的
研
究
影
印
』
（
一
九
八
四
年
武
蔵
野
書
院
）
に
拠
る
。
左
文
庫
蔵
『
論
語
聴
塵
』
比
叡
山
文
庫
本
『
論
語
抄
』
は
大
塚
光
信
氏
御
所
蔵
の
写
真
を
借
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
（
２
）
「
清
原
宣
賢
講
『
論
語
抄
』
に
お
け
る
文
末
表
現
に
つ
い
て
指
定
辞
「
ゾ
」
「
ナ
リ
」
を
中
心
と
し
て
」（
東
北
大
学
『
国
語
学
研
究
』
第
11集
一
九
七
二
年
九
月
）
坂
詰
力
治
氏
『
論
語
抄
の
国
語
学
的
研
究
研
究
索
引
』
（
一
九
八
七
年
武
蔵
野
書
院
）
所
収
。
以
下
、
坂
詰
氏
の
御
説
の
引
用
は
右
の
御
論
考
に
拠
る
。
（
３
）
芳
賀
綏
氏
『
日
本
文
法
教
室
』（
一
九
六
二
年
東
京
堂
）「
述
定
文
と
伝
達
文
」
52～
64頁
参
照
。
（
４
）
坂
詰
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
柄
以
外
に
つ
い
て
、
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
用
例
が
認
め
ら
れ
る
。
文
献
ノ
二
タ
ニ
ア
ラ
ハ
昔
ノ
コ
ト
ク
ニ
成
ウ
ハ
ヤ
ス
キ
ソ
ト
也
（
一
59オ
）
文
献
ノ
二
ダ
ニ
ア
ラ
ハ
昔
ノ
如
ク
ニ
成
ウ
ハ
ヤ
ス
イ
コ
ト
ゾ
ト
云
ソ
（
一
45オ
）
人
カ
シ
タ
シ
ム
ニ
ハ
先
親
類
ヲ
シ
タ
シ
ウ
テ
後
ニ
他
人
ヲ
シ
タ
シ
メ
也
（
一
27オ
）
マ
ヅ
親
類
ヲ
シ
タ
シ
ウ
テ
后
ニ
他
人
ヲ
シ
タ
シ
メ
ト
也
（
一
21ウ
）
前
者
の
用
例
で
『
叡
山
文
庫
本
』
の
本
文
「
ヤ
ス
キ
ソ
ト
也
」
は
『
京
大
図
書
館
本
』
の
「
ヤ
ス
イ
コ
ト
ゾ
ト
云
ソ
」
に
対
応
し
て
い
る
。
さ
ら
に
後
者
の
用
例
で
『
叡
山
文
庫
本
』
の
本
文
「
他
人
ヲ
シ
タ
シ
メ
也
」
は
『
京
大
図
書
館
本
』
の
「
他
人
ヲ
シ
タ
シ
メ
ト
也
」
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、「
ト
云
ゾ
↓ト
也
↓也
」
の
対
応
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
右
の
用
例
か
ら
し
て
も
、
「
也
」
は
単
純
に
「
断
定
」
と
は
言
い
切
れ
な
い
微
妙
な
用
法
を
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
（
５
）
こ
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
文
化
審
議
会
答
申
『
敬
語
の
指
針
』
（
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
）
64頁
参
照
。
ち
な
み
に
、
従
来
「
謙
譲
語
」
と
も
「
丁
寧
語
」
と
も
言
わ
れ
て
き
た
「
給
ふ
（
下
二
段
）」
は
こ
の
「
丁
重
語
」
に
属
す
る
こ
と
を
、
か
つ
て
指
摘
し
た
。
拙
著
『
中
世
文
法
史
論
考
』
（
二
〇
〇
八
年
清
文
堂
）
第
二
章
第
一
節
「
鎌
倉
期
に
お
け
る
丁
重
語
「
給
ふ
る
」」
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。
（
６
）
国
立
国
会
図
書
館
支
部
東
洋
文
庫
複
製
『
拉
葡
日
対
訳
辞
典
』（
一
九
五
三
年
）
お
よ
び
、
福
島
邦
道
氏
三
橋
健
氏
解
題
『
羅
葡
日
対
訳
辞
書
』
（
一
九
七
九
年
勉
誠
社
複
製
）
に
拠
る
。
検
索
に
は
、
金
沢
大
学
法
文
学
部
国
文
学
研
究
室
編
『
ラ
ホ
日
辞
典
の
日
本
語
本
文

索
引
』（
一
九
六
七
～
一
九
七
三
年
）
を
利
用
し
た
。
な
お
、
『
羅
葡
日
対
訳
辞
書
』
を
利
用
し
て
の
類
義
語
研
究
に
は
、
大
塚
光
信
氏
に
「
ク
タ
ビ
ル
ル
と
ツ
カ
ル
ル
」「
天
心
硯
水
草
飯
」
に
関
す
る
御
論
考
が
あ
る
。
同
氏
『
こ
と
ば
と
資
料
私
注
』（
二
〇
〇
八
年
清
文
堂
）
第
一
部
参
照
。
（
や
ま
だ
き
よ
し
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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